
二
〇
二
一
年

四
月
十
日
夕

刻
、
飯
舘
村

小
宮
の

大
久
保

金
一
農

園
、
愛

称
・
マ
キ
バ
ノ
ハ
ナ
ゾ
ノ

へ
。
佐
須
小
の
満
開
の
桜

を
堪
能
し
た
直
後
だ
け
に

小
宮
の
桜
並
木
に
大
い
に

期
待
し
て
の
訪
問
で
あ
っ

た
。
金
一
さ
ん
に
は
直
ぐ

に
お
会
い
で
き
た
の
だ
が

（
写
真
１
）
。
小
宮
の
桜
、

五
月
十
日
頃
満
開
と
の
こ

と
で
あ
る
。
飯
舘
村
は
広

い
。
佐
須
と
小
宮
で
気
象

条
件
が
ち
ょ
う
ど
ひ
と
月

違
う
の
で
あ
る
。 

　
七
年
前
の
二
〇
一
四
年
、

百
人
以
上
の
有
志
に
よ
る
桜

の
植
樹
が
小
宮
で
始
ま
る
。
ハ

ナ
ゾ
ノ
東
斜
面
に
は

一
面
の
水
仙
の
絨
毯

の
両
側
に
ま
だ
幼
い

桜
並
木
が
展
開
し
て

い
る
（
写
真
２
）
。
こ
の
日
、

金
一
さ
ん
が
案
内
し
て
く
れ
た

の
は
本
宅
前
の
「
ち
ど
り

桜
」
。
文

京
区
本
郷

の
居
酒
屋

「
ち
ど

り
」
で

募
っ
た
五

十
余
名
の

有
志
の
寄

付
に
よ
る

植
樹
で
あ

る
。
有
志

の
中
に
再

生
の
会
の

溝
口
勝
さ

ん
の
名
が

あ
る
。
天

に
も
届
け

と
蕾
を

た
っ
ぷ
り

蓄
え
た
枝

ぶ
り
が
み

ご
と
で
あ
る
（
写
真
３
）
。 

　
翌
日
、
老
若
男
女
が
集
う

小
宮
再
訪
。
金
一
さ
ん
は
十

歳
か
ら
野
の
花
と
出
会
い
、

以
来
七
十

年
花
を
通

し
て
日
本

列
島
の
北

か
ら
南
ま

で
多
く
の
花

友
と
出
会
っ
て
き
た
。
桜
並

木
北
側
に
設
置
さ
れ
た
四
枚

の
看
板
に
記
さ
れ
た
植
樹
参

加
者
名
簿
で
花
友
の
広
が
り

を
見
る
（
写
真
４
）
。 

　
お
や
あ
の
セ
ゴ
ビ
ア
が
小

宮
に
！
ふ
と
水
仙
の
丘
を
見

上
げ
る
と
心
安
ら
ぐ
ギ
ター

の
音
色
。
暫
し
聞
か
せ
て
い

た
だ
く
。
「
さ
す
ら
い
の
ギ
タ

リ
ス
ト
」
こ
と
渡
邉
塊
（
わ
た

な
べ
・
か
い
）
さ
ん
と
の
出
会

い
（
写
真
５
）
。
ハ
ナ
ゾ
ノ
の

磁
場
は
成
長
を
止
め
な
い
。
　 

（
文
責
＆
撮
影
・
若
林
一
平
）

マ
キ
バ
ノ
ハ
ナ
ゾ
ノ
に
集
う
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二
〇
二
一
年
二
月
二
一
日
午

後
、
再
生
の
会
の
小
原
壮
二

さ
ん
・
飯
舘
村
の
菅
野
永
徳

さ
ん
ら
に
同
行
し
て
相
馬
市

玉
野
の
シ
イ
タ
ケ
農
家

（
株
）
「
妖
精
の
郷
」
創

業
者
・
工
藤
義
行
さ
ん
を

訪
問
。
早
速
原
木
椎
茸
の

栽
培
現
場
（
写
真
１
）
と
ハ

ウ
ス
の
菌
床
（
写
真
２
）
を

案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。 

　
工
藤
さ
ん
は
二
〇
〇
二

年
、
農
水
省
を
退
職
し
て

妻
の
菊
子
さ
ん
共
々
キ
ノ

コ
の
原
木
栽
培
の
適
地
・

阿
武
隈
山
系
の
相
馬
市
玉

野
に
腰
を
す
え
て
事
業
開

始
。
震
災
前
に
は
原
木
椎
茸

を
主
力
に
年
商
千
五
百
万
円

に
ま
で
達
し
て
い
た
。
し
か

し
、
二
〇
一
一
年
三
月
一
一

日
の
東
電
福
島
第
一
原
発
事

故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
が
キ

ノ
コ
栽
培
の
ホ
ダ
木
と
原
木

の
森
林
を
襲
い
、
キ
ノ
コ
の

出
荷
と
原
木
入
手
も
不
可
能

に
。
だ
が
こ
こ
か
ら
妖
精
の

世
界
に
生
き
る
工
藤
さ
ん
は

真
骨
頂
を
発
揮
。
始
め
他
県

の
原
木
を
導
入
し
て
い
た
が

直
ぐ
に
こ
こ
阿
武
隈
山
系
の

原
木
再
生

に
着
手
、

既
に
三
千

本
の
ク
ヌ

ギ
・
ス
ギ

を
植
林
。
里

山
再
生
百
年
二
百
年
を
生
き

る
人
に
は
生
き
物
へ
の
真
の

愛
の
姿
が
あ
り
ま
し
た

（
写
真
３
の
右
の
方
）
。 

　
土
産
に
頂
い
た.

干
し

椎
茸
を
戻
し
て
い
た
だ

く
（
写
真
４
）
。
咄
嗟
に

思
い
つ
い
た
シ
イ
タ
ケ

ス
ラ
イ
ス
の
刺
し
身
。

ま
さ
し
く
絶
品
。
四
月

に
は
妖
精
こ
と
工
藤
さ

ん
、
再
生
の
会
に
入
会

の
吉
報
。
こ
れ
ぞ
誠
に

め
で
た
き
こ
と
。 

（
文
責
＆
撮
影
・
若
林
一
平
）

椎
茸
農
家
「
妖
精
の
郷
」
訪
問
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二
〇
二
一
年
九
月
七
日
午

後
、
飯
舘
村
佐
須
の
菅
野
宗

夫
農
園
を
訪

問
。
田
圃
は

ず
っ
し

り
と
し

た
重
い

稲
穂
が

見
渡
す

限
り
広
が
り
を
み
せ
て

い
た
（
写
真
１
）
。
美
田

に
感
嘆
。
ち
ょ
う
ど
宗
夫
さ

ん
は
薬
剤
散
布
の
最
中
（
写
真

２
）
、
訪
問
を
お
願
い
し
て
お

り
直
ぐ
に
畦
道
に
出
て
き
て
く

だ
さ
っ
た
（
写
真

３
）
。
散
布
し
て

い
た
の
は
稲
の
倒

伏
防
止
剤
と
の
こ

と
。
こ
の
時
期
稲

穂
は

重
く

な
る

の
で

茎
の
負
担
は
増
す
一
方
、
倒

伏
の
危
険
を
防
止
す

る
必
要
が
あ
る
。

も
っ
と
も
防
止
剤
は

あ
ま
り
効

果
を
期
待

で
き
な
い

の
だ
が
。

佐
須
米

フ
ァ
ン
の

一
人
と
し

て
米
作
り
の
見
え
な

い
苦
労
の
一
端
を
改

め
て
知
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
す
。 

　
二
千
二

十
年
か
ら

ヒ
ト
メ
ボ

レ
に
移
行

し
た
。
前

の
コ
シ
ヒ

カ
リ
も
一

部
残
し
て

対
照
試
験
を
実
施
し

て
い
る
、
田
圃
の
真

ん
中
で
そ
ん
な
話
を
伺
っ
て

い
る
最
中
に
突
然
東
大
大
学

院
・
溝
口
勝
教
授
の
大
声

「
宗
夫
さ
〜
ん
」
。
ミ
ゾ
カ

メ
こ
と
リ
モー

ト
研
究
シ
ス

テ
ム
が
双
方
向
に
進
化
し
て

い
た
（
写
真
４
）
。 

　
見
学
を
希
望
し
た
事
業
用
ハ

ウ
ス
へ
（
写
真
５
）
。
何
度
か

若
い
皆
さ
ん
と
の
セ
ミ
ナー

も

実
施
さ

れ
た
現

場
だ
。
極
上
の
胡
瓜
が
た
わ

わ
に
実
る
（
写
真
６
）
。
所
望

し
た
一
本
。
爽
や
か
な
風
が

我
が
身
の
中
に
心
地
よ
く
広

が
る
。 

　
こ
こ
で
宗
夫
さ

ん
の
営
農
観
を
伺

う
。
「
営
農
は
ひ

と
り
で
成
し
得
る

も
の
で
は
な
い
」

「
営
農
の
仲
間
が

い
て
こ
そ
」
の
世

界
な
の
だ
。
共
に

生
き
る
世
界
。 

「
千
恵
子
あ
っ
て

の
今
」
と
い
う
宗

夫
さ
ん
の
今
日
の

言
葉
が
ミ
ラ
ク
ル

の
青
空
に
飛
翔
し

た
（
写
真
７
）
。 

（
文
責
＆
撮
影
・
若
林
一
平
）

共
に
生
き
る
営
農
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二
〇
二
一
年
九
月
五

日
〜
七
日
、
飯
舘
村
佐

須
の
葡
萄
園
の
初
収
穫

に
先
立
っ
て
防
獣
網
の

設
置
作
業
。
最
終
日
は

葡
萄
の
葉
が
眩
し
い
青

空
（
写
真

１
）
。
作
業

中
に
現
れ

た
宗
夫
さ

ん
の
大
型
ト

ラ
ク
ター
は
葡
萄
園
の
周

囲
に
繁
茂
し
た
雑
草
を
瞬

く
間
に
除
草
（
写
真
２
）
。 

　
二
五
日
と
二
六
日
い
よ

い
よ
収
穫
の
日
が
来
た
。

量
こ
そ
少
な
い
が
チー
ム

リー

ダー

の
小
原
壮
二
さ

ん
を
先
頭
に
三
年
か
け
て

育
て
て
き
た
葡
萄
た
ち
が

た
わ
わ
に
実
る
姿
は
壮
観

だ
（
写

真
３
、

４
、

５
）
。 

　
小
原
さ
ん
「
み
な

さ
ん
、
二
〇
一
九
年
四
月
に
定
植

し
た
苗
木
が
三
年
目
を
迎
え
、
一

昨
日
の
九
月
二
五
日
か
ら
二
六
日

に
か
け
て
、
そ
の
一
部
か
ら
ブ
ド

ウ
を
収
穫
し
、
ワ
イ
ン
に
す
る
た

め
醸
造
所
へ
持
ち
込
み
ま
し
た
。 

　
み
な
さ
ん
に
は
こ
の
三
年
間
：

ブ
ド
ウ
畑
の
開
墾
に
始
ま
り
、
番

線
張
り
や

そ
の
支
柱

の
植
え
込

み
、
電
気

柵
の
設
置

な
ど
ブ
ド

ウ
畑
作

り
、
苗
木

の
定
植
に

始
ま
り
、

芽
欠
き
や

剪
定
な
ど

苗
木
の
お

世
話
、
病

気
や
害
虫

と
の
戦
い

と
そ
の
た

め
の
農
薬

散
布
、
ブ

ド
ウ
の
糖

度
の
測
定

と
収
穫
、

な
ど
、
一

緒
に
取
り

組
ん
で
き

ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
今
回
、
収
穫
し
た
ワ
イ
ン
は
単

一
品
種
で
は
醸
造
の
最
低
ロ
ッ
ト

に
満
た
ず
、
収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
を

赤
と
白
に
ま
と
め
た
上
に
、

今
ま
で
何
か
と
教
え
を
下

さ
っ
た
「
ふ
く
し
ま
農
家
の

夢
ワ
イ
ン
」
さ
ん
の
栽
培
し

た
ブ
ド
ウ
を
収
穫
し
て
、
そ

れ
を
足
し
て
の
醸
造
の
委
託
と
な

り
ま
し
た
。 

　
飯
舘
地
産

の
美
味
し
い

ワ
イ
ン
を
楽

し
む
に
は
、

も
う
少
し
時

間
と
経
験
が
必
要
で
す
。
引
き
続

き
ワ
イ
ン
造
り
に
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。
九
月
二
七
日
」 

　
夢
ワ
イ
ン
の
熊
谷
耕
一
さ
ん
の

応
援
を
得
て
（
写
真
６
）
、
夢
ワ

イ
ン
本
社
本
田
和
弥
さ
ん
の
待
つ

醸
造
所
へ
、
こ
れ
ぞ
感
動
の
瞬
間

（
写
真
７
）
。 

　
宗
夫
さ
ん
「
新
し
く
て
大
き
な

も
の
、
未
知
の
も
の
、
小
さ
な
一

歩
、
夢
の
あ
る
一
歩
。
時
間
は
か

か
り
ま
す
が
地
域
に
紹
介
で
き
る

日
の
近
か
ら
ん
こ
と
を
。
新
し
い

風
に
期
待
し
ま
す
。
」 

（
文
責
＆
撮
影
・
若
林
一
平
）

初
収
穫  

ワ
イ
ン
へ
一
歩
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二
〇
二
一
年
十

月
十
七
日
、
有

楽
町
の
東
京
国

際
フ
ォー

ラ
ム

で
開
催
さ
れ
た

「
第
十
七
回
ふ

る
さ
と
回
帰

フ
ェ
ア
」
（
写
真

１
）
の
セ
ミ
ナー

に
お
い
て
ふ
く
し
ま
再
生
の

会
理
事
長
・
田
尾
陽
一
さ
ん

ら
が
「
東
日
本
大
震
災
か
ら

十
年 

飯
舘
村
か
ら
の
メ
ッ

セー

ジ
」
と
題
す
る
報
告
を

行
い
、
再
生
の
会
か
ら
も
多

数
の
会
員
が
詰
め
掛
け
た
。

（
写
真
７
） 

　
こ
の
フ
ェ
ア
の
主
催
は
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
回

帰
支
援
セ
ン
ター

（
高
橋
公

理
事
長
）
。
飯
舘
村
は
ブー

ス
開
設
（
写
真
２
）
、
総
来
場

者
八
千
余
名
（
写
真
３
）
。 

　
支
援
セ
ン
ター
設
立
は
二

〇
〇
二
年
十
一
月
、
初
代
理

事
長
は
立
松
和
平
さ
ん
（
現

在
故
人
）
。
東
京
と
大
阪
に

事
務
所
を
お
き
、
東
京
交
通

会
館
の
事
務
所
に
移
住
相
談

ブー

ス
を
設
置
。 

　
セ
ミ
ナー

一
部
「
原
発
事

故
か
ら

十
年 

飯

舘
村
の

現
状
と

未
来 

自

然
と
人

間
が
共
生
す
る
村
へ
」
。
田

尾
さ
ん
「
今
日
は
村
か
ら
七

人
来
場
。
私
は
今
八
十
歳
、

三
年
前
に
高
齢
移
住
者
の
一

人
と
し
て
村
へ
。
十
年
間
の

自
分
の
経
験
、
活
発
に
動
い

て
い
る
若
い
人
の
声
、
先
ず

四
十
四
歳
の
杉
岡
誠
村
長
の

映
像
メ
ッ
セー

ジ
を
聞
い
て

下
さ
い
。
杉
岡
村
長
〈
キ
ャ

ン
バ
ス
は
真
っ
白
、
楽
し
い

ふ
る
さ
と
を
つ
く
る
意
欲
あ

る
人
求
む
！
〉 

　
現
在
の
村
民
登
録
五
千

三
十
四
人
、
居
住
千
四
百

七
十
五
人
、
編
入
者
百
八

十
九
人
。 

　
二
千
十
一
年
菅
野
宗
夫

さ
ん
訪
ね
現
地
で
共
感
し

協
働
す
る
再
生
の
会
設
立

で
合
意
。
測
定
か
ら
始
め

健
康
医
療
ケ
ア
や
ハ
ウ
ス

作
り
な
ど
進
め
国
際
ツ

アー

は
二
〇
カ
国
か
ら
数

百
人
受
け
入
れ
。
アー

ト

デ
ィ
レ
ク
ター

北
川
フ
ラ
ム

さ
ん
と
の
協
働
企
画
進
行

中
。
農
水
省
の
農
泊
事
業
を

受
け
て
風
と
土
の
家
ほ
か
二

棟
建
設
し
稼
働
中
。 

　
一
方
村

内
の
コ
メ

リ
の
跡
地

空
間
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

が
若
い
人

た
ち
に
よ

り
開
始
さ
れ
、
飯
舘
村
と
は

最
先
端
の
田
舎
、
自
然
と
人

間
が
共
生
す
る
循
環
型
の
村

づ
く
り
め
ざ
し
ま
す
。
」 

　
村
議
佐
藤
健
太
さ
ん
「
昭

和
三
十
六
年
二
つ
の
村
か
ら

飯
舘
誕
生
。
挑
戦
で
き
る
こ

と
が
ゼ
ロ
ベー

ス
の
魅
力
。

ア
フ
ター

コ
ロ
ナ
は
人
間
力

が
問
わ
れ
、
何
で
も
で
き
る

の
が
百
姓
で
す
。
」
（
写
真

４
、
右
健
太
さ
ん
・
左
田
尾
さ
ん
） 

　
セ
ミ
ナー

二
部
「
移
住
者

／
多
拠
点
居
住
者
トー

ク
」
。
移
住
者
・
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
・
合
同
会
社

M
A

R
BLiN

G

（
マー

ブ
リ
ン

グ
） C

EO
 

松
本
奈
々
さ
ん

「
私
た
ち
が
ソ
ウ
ゾ
ウ
す
る

「
い
な
か
」
は
、
彩
度
が
高

い
。
こ
こ
に
は
、
一
人
ひ
と

り
が
自
分
ら
し
い
生
き
方
を

選
べ
る
選
択
肢
が
あ
る
。
多

様
な
価
値
観
を
受
け
入
れ
、

大
切
に
す
る
人
た
ち
が
い

る
。
」 

　
二
拠
点
生
活
者
・
矢
野
淳

さ
ん
「
会
社
を
立
ち
上
げ
東

京
で
仕
事
、
他
方
飯
舘
に
は

若
手
と
し
て
や
れ
る
仕
事
多

い
、
村
に
は
東
京
に
は
無
い

余
白
あ
り
、
生
き
る
ち
か
ら

を
頂
い
て
い
る
。
」
（
写
真

５
、
左
松
本
さ
ん
・
右
矢
野
さ
ん
） 

　
移
住
者
・
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
・
会
社
経
営
・
松
尾

洋
輝
さ
ん
（
写
真
６
）
「
元

コ
メ
リ
ホー

ム
セ
ン
ター

活
用
は
最
先
端
の
田
舎
で

す
。
」 

　
十
年
間
廃
墟
に
な
っ
て

い
た
コ
メ
リ
跡
地
は
松
本

さ
ん
た
ち
の
マー

ブ
リ
ン
グ

の
手
に
よ
っ
て
再
生
、
テ
ナ

ン
ト
の
ブー

ス
用
資
材
が
搬

入
さ
れ
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
も
既

に
行
わ
れ
て
い
る
。
企
業
の

事
業
拠
点
、
研
究
施
設
、
ツ

アー

事
業
も
計
画
中
、
実
現

の
第
一
号
は
カ
フ
ェ
開
店
。 

　
セ
ミ
ナー

終
え
健
太
さ
ん

「
三
十
四
十
年
後
の
未
来
を

今
生
き
て
い
ま
す
」
。 

（
文
責
＆
撮
影
・
若
林
一
平
）

移住から空間創造へ
2 0 2 1 / 1 0 / 7  ふるさと回帰フェアに飯舘村チーム登場

再生 短信
2 0 2 1  1 0 / 2 6  第 7 5 号

ふ く し ま

認定N P O法人  ふくしま再生の会・短信編集委員会
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